
定期考査「選択」受験

定期考査を教室外で受験したい生徒に対し、受
験教科や場所を選択可能とする。本校は教室外
受験のために1つの教室を準備しており、これに
より、個々の実態に応じた受験環境を提供する。

　

教室での一斉受験に困難を抱える生徒に対し、
別室という選択肢を提供することで、過度な緊
張や不安を和らげることができる。受験できる教
科や場所を自分で選ぶことで、「全く受けられな
い」状態を回避し、学習へのモチベーションを維
持できる。

定期考査を何らかの理由で教室で受けられない生徒／全教科受けられない生徒　

生徒の実態に合わせて定期考査を受ける場所、教科を選択できる

全ての学年の生徒が別室受験を行うため、誰
がいつ受験するかを把握できるようデジタル化
を図り、さらに1日同じ教員が試験監督を行う体
制を構築する。オンラインで授業を受けている
生徒が定期考査の時だけ登校して受験した事
例がある。

・学年主任が担任より申出をした生徒を把
握する。
・別室受験者共有データに入力する。
・試験出題者はデータから別室受験者数分
の問題と解答用紙を準備する。
・別室受験試験監督者はデータを基に出欠
確認を行う。

a-1
悩み
解消



生活アンケートの活用

生徒の生活面での不安やいじめ等の深刻な悩
みを定期的に把握する。これを全教員で共有で
きる仕組みを構築し、早期かつ組織的な生徒支
援につなげる。

　

普段直接相談できないことを把握・対応すること
で、生徒が安心安全な学校生活を送ることがで
きる。全校生徒の困り感をスプレッドシートで教
員全員に共有できる。

不安を抱えている生徒／いじめを受けている生徒／直接大人へ訴えるのが難しい生徒

生徒の不安や悩みの早期発見・早期対応

必ず教員がいる前で学年ごとに折を見て一斉に
実施する。訴えがあった場合は、些細な事案で
も担任・学年を中心に早期に対応する。

・①いじめ ②人間関係 ③SNSや
Chromebookの使い方 ④悩んでいること
についてアンケートをとり、現在の生活の状
況を把握し、対応する。

生活アンケート

a-2
悩み
解消

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900347


長期休業中の心境アンケート活用

長期休業明けの登校不安を事前に把握し、全教
員で情報を共有する仕組みを構築する。その上
で、不安を抱える生徒への個別支援体制を構築
する。

　

長期休業明けの登校しぶり・不登校・自殺等を
未然に防ぎ、生徒が新学期の始めから安心安
全な学校生活を送ることができる。全校生徒の
不安感をスプレッドシートで教員全員に共有で
きる。

長期休み明けで登校に不安を感じている生徒

新学期に向けた生徒の不安や悩みの早期発見・早期対応

各学期の始業式2週間前くらいに配信をし、心
境を把握する。「少し不安」または「とても不安」
と感じている生徒は、担任が電話または
Chromebook上のメッセージ機能で連絡をとり、
相談にのる。

・①新学期を迎える心境 ②不安の原因 ③
相談方法 等のアンケートをとり、生徒の心
境を把握し、対応する。

長期休業中の心境アンケート

a-3
悩み
解消

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900348


WEB QUの活用

QUアンケート結果を全教員で共有する場を設け
る。生徒の学級満足度や意欲の実態を客観的に
把握し、これを基に生徒の実態に合った教育活
動を行う。

　

教員による分析シートを活用したフィードバック
により生徒理解を深めるとともに、生徒に個人
シートを返却し自己理解を深めることで、生徒の
特性を踏まえた学級・生徒対応につながり、安
心安全な学校生活を送ることができる。

学級集団の中で課題がある生徒／いじめを受けている生徒／不適応傾向のある生徒

生徒の特性等を把握し学年・学級経営や生徒対応に活かし安心安全な生活につなげる

各クラスの学級の状態を分析し、要支援群・い
じめを受けている可能性が高い生徒を把握し、
早期に対応にあたる。

・校内研修会の時間で各学年・クラスにお
いてWEB QUの結果を分析し、生徒理解を
深め、今後の対応を話し合う。

b-1
状況
把握



ほうれんそうフォームの活用

生徒が直接伝えづらいことについて、オンライン
で「報告・連絡・相談」を行うことができる。

　

不安や悩みで直接伝えづらいことをオンライン
で報告・連絡・相談し、把握・対応することで、安
心安全な学校生活を送ることができる。全校生
徒の困り感をスプレッドシートで教員全員に共
有できる。

学校生活の中で直接伝えづらい不安や悩みを抱えている生徒

生徒の学校生活の中で直接伝えづらい不安や悩みの早期発見・早期対応

不安や悩みがあった際は、随時オンライン上で
報告・連絡・相談してよいことを伝えておく。誰に
相談するかを選択できるようにする。相談が
あった際は、指定された先生を中心に対応す
る。

・①伝えたい種類 ②詳細 ③相談する先生
等の不安や悩みで直接伝えづらいことをオ
ンラインで報告・連絡・相談し、生徒の実態
を把握・対応する。

ほうれんそうフォーム

a-4
悩み
解消

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900351


ココカラ相談フォームの活用

生徒が直接伝えづらい、心と体の悩みや不安、
困りごとをオンラインで相談できるようにする。

　

不安や悩みで直接伝えづらいことをオンライン
で相談し、把握・対応することで、安心安全な学
校生活を送ることができる。全校生徒の困り感
をスプレッドシートで教員全員に共有できる。

心と体の悩みや不安を抱えている生徒

学校生活の中で直接伝えづらい心と体の悩みや不安、困りごとの早期発見・早期対応

ほうれんそうフォームと差別化を図る。誰に相談
できるかを選択できるようにする。相談があった
際は、指定された先生を中心に対応する。悩み
の種類も性に関することなど、発達段階的に言
語化しにくいものも選択肢として設けている。

・①心と体の悩みの種類 ②詳細 ③相談す
る先生 等の不安や悩みで直接伝えづらい
ことをオンラインで相談し、生徒の実態を把
握・対応する。

ココカラ相談フォーム

a-5
悩み
解消

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900350


ことバルの活用

日本語の習得が不十分な生徒が、授業や面談
時にことバル（タブレット翻訳機）を使用する。

　

ことバル（タブレット翻訳機）を使用し、授業や面
談時に内容を理解し意思疎通を行うことで、安
心して学校生活を送ることができる。

日本語の習得が不十分で学校生活や学習に困難を示している生徒

日本語の習得が不十分で学校生活に困難を示す生徒が、安心して学校生活を送れる

対象生徒に使用方法をきちんと理解させる。な
るべく多くの時間同じ生徒が使えるように、使用
生徒・使用時間を校内で共有する。授業だけで
なく行事や面談などにも活用する。

・授業や面談時にことバル（タブレット翻訳
機）を使用する。

ことバル

d-1
多様性

（言語対応）

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900352


SBSルームの方針

教室に入ることができない、集団の中に居続ける
ことが辛い生徒が、自分のペースで自分の課題
に合った活動を行えるようにする。

　

SBSの理念（Step By StepとStand By 
Student）に基づき、「何もさせない勇気」「教室
復帰の圧をかけない気遣い」を教員間で共有す
ることで、生徒が教室や家庭以外で社会との関
わりを持つ第一歩を踏み出すことができる。

教室に入ることができない生徒　集団の中に居づらい生徒

誰一人取り残さない居場所づくり、不登校対策・支援

生徒にとって、家庭でも教室でもない第3の「居
場所」とする。目標は個々の生徒によるため、一
律に教室復帰をめざさない。各種ボランティア、
保護者、地域（児童館等）・SC等と連携した持
続可能な運営体制を構築する。

・自分のペースで自分の課題に合った活動
ができる。例: オンライン授業、自習、読
書、相談、クールダウン、気分転換(会話、
コミュニケーションゲーム)等である。

SBS

c-1
多様性

（苦手克服）

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900353


標準服　選択制

標準服をAタイプ・Bタイプ（夏服・冬服）を男女関
係なく選択できる。これにより、性の多様性や個
人の主体性を尊重する。

　

生徒によって様々な考え方、性自認等があると
いう前提に立ち、個に応じて自分に合った標準
服を選択できることによって、性の多様性を担
保し、安心安全に学校生活を送ることができる。

自分に取って最も快適と感じる服装を自ら選択できる

服装の面で性の多様性や個性を尊重する

標準服の選択は自由だが、着こなしは中学生ら
しい、清潔感のある、学習の場にふさわしい着
方を意識させる。

・一年中、Aタイプ・Bタイプの夏服・冬服の
中から自分に合った標準服を選択する。
・夏服オプションとして5月〜10月の間、ポ
ロシャツ・標準服ハーフパンツの着用を認
める。

標準服

e-1
多様性

（価値順応）

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900354


校則一本化

令和元年度から時代にそぐわない細則を撤廃
し、校則を「Be Gentleman～ 紳士であれ～」に
一本化する。「あじみこし」（あいさつ、時間、身だ
しなみ、言葉遣い、姿勢）を基に自律を促し、全
生徒の安心安全が保障された中での学びを追
求する。

　

時代や多様な価値観にそぐわない細かな校則
を撤廃し、誰もが快適な集団生活を送るために
必要なことを各個人が考えながら生活すること
で自律を図り、誰もが安心安全に学校生活を送
ることができる。

多様な価値観を高めたい生徒　自律的な行動を身に付ける必要のある生徒 　

多様な価値観がある時代に合わせて、人権に配慮をし、生徒の自律を促す

義務教育最終段階として、社会に出ていくため
に必要なルールやマナーを育ませる視点をも
ち、「あじみこし」について自分たちで考えさせ、
諭し、自律を促す。

・「Be Gentleman～ 紳士であれ～」を基
に、誰もが安心安全で快適に過ごすために
必要な「あじみこし」（あいさつ、時間、身だ
しなみ、言葉遣い、姿勢）を自ら考え、学び
を追求する。

校則と留意点

e-2
多様性

（価値順応）

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900355


オンライン朝礼

朝礼をオンライン化し、校長講話を印刷物として
全員に配布する。これにより、集団になじめない
生徒の負担を軽減し、聴覚からの情報理解が不
得手な生徒にも内容を保障する。

　

従来の体育館から教室での朝礼に変えること
で、集団になじめない生徒の苦痛を軽減し、視
覚優位の生徒の理解が向上する。

集団になじめない生徒　耳からの情報理解が不得手な生徒

集団になじめない生徒や視覚優位の生徒への配慮

視覚優位の生徒のために、必ず校長通信を配
り、見ながら話を聞かせる。校長通信に記載の
ない話は顔を上げて電子黒板を見て話を聞か
せる。教室前に設置してある電子黒板に接続し
て実施するため、見えづらい場合は机の向きや
電子黒板の位置を変える。

・各教室で職員室ClassroomのMeetに接
続し、電子黒板で映し出す。校長が事前に
配布している校長通信を基に講話する。

e-3
多様性

（価値順応）



関係諸機関一覧の全体共有

関係諸機関一覧を校区マップで共有し、チーム
学校構築に向けた校内研修を実施した。また、こ
れらの機関をつなぐSSW（スクールソーシャル
ワーカー）を含めた連携のあり方のモデルも学
ぶ。

　

地域の関係諸機関（医療、福祉、警察、教育相
談など）の位置と役割を全教職員が視覚的に把
握できるため、生徒が支援を必要とした際に、
最も迅速かつ適切な機関へ連携する判断が可
能となる。関係諸機関をつなぐSSWとの連携促
進にもつながる。

学校内だけでは解決が難しい課題を抱えている生徒

生徒支援の連携体制を強化する

全教員が理解できるように周知する。一覧を作
成し、全教員がいつでも確認できるようにする。

・校内研修会で全教員に周知する。

関係諸機関一覧

e-4
多様性

（価値順応）

https://www.ita.ed.jp/1320127/download/document/17900356


another保護者会

学校や教室に居づらさを感じる生徒の保護者を
対象とした保護者会を開催する。福祉関係者とし
てSSW（スクールソーシャルワーカー）も参加を
依頼し、学校と福祉関係者を交えたネットワーク
を構築する。

　

学校や教室に居づらさを感じる生徒の保護者を
対象に、板橋区や学校の不登校対策、集団適
応策、進路選択について説明し、保護者の困り
感の改善に向けて、学校・福祉関係者・保護者
同士の支援体制を構築することができる。

不登校の状態にある、またはその傾向にある生徒

学校・福祉関係者・保護者同士のネットワークを構築する

案内や説明を個別に行い、参加確認を丁寧に
行う。保護者の困り感を保護者会の場で把握
（会の中でアンケートを実施）し、共有を図る。学
校から情報が送られる、すぐーるの一斉送信
メッセージグループに参加を促す。

・各学年で対象保護者を選定する。
・案内を作成し、郵送または電話で説明す
る。
・学校全体の保護者会とは別日に設定し、
実施する。
・内容はアンケート実施、現状共有、悩み
の共有、ネットワーク構築である。

f-1
保護者
対応



生徒実態調査

学期末に生活実態について生徒にアンケートを
とり、その変容を見取り、生活面や学習面の向上
につなげる。生徒実態調査を定期的に実施し、
生徒の学習および学校内外の生活におけるつま
ずきや苦手感をデータとして把握する。

　

生徒の見えない学校内外でのつまずきや苦手
感を把握し、指導に生かすことができる。指導
改善につなげることで、個に応じたより満足度
の高い、質の高い教育を進めることができる。
「個」のニーズに基づいた改善が可能となり、結
果としてより満足度の高い、質の高い教育を生
徒に提供することができる。

学校または家庭で潜在的な課題を抱える生徒／個別支援を必要とする生徒

生徒の見えない実態を把握し、指導支援に生かす

アンケート内容がプライバシーに関わる可能性
があるため、組織的に内容の検討を行う。気に
なる生徒には、担当者から学年、担任に報告す
る。

・学校として生徒を誰一人取り残さないため
に聞きたい項目を抽出する。
・フォームでアンケートを作成し、学年ごと
にアンケート調査を実施する。
・結果を一覧にし、課題のある生徒を見え
る化して、学校内で共有する。

b-2
状況
把握



オンライン三者面談
ハイブリッド保護者会

学校外でもオンラインを活用した三者面談や保
護者会などの教育活動に参加できる。三者面談
のオンライン実施と保護者会のハイブリッド開催
により、保護者の参加負担を軽減する。

　

場所や時間など、保護者の負担を軽減し、学校
の教育活動への参加機会の選択肢を用意する
ことで、学校の教育活動への理解と協力を一層
促すことができる。保護者の学校教育活動への
理解と協力を促進する。（注：実際の保護者会
では約半数がオンラインで参加している実績が
ある。）

家庭の事情で保護者の来校が困難な生徒／家から出られないなど個別支援が必要な生徒

保護者の方が、学校外でもオンラインで三者面談や保護者会などの教育活動に参加できる

保護者が個人のデバイスから参加できるように
マニュアルを作成する。全学級で配信漏れがな
いように、サポート体制を築いておく。

・保護者に案内を出し、参加方法を選択し
てもらう。
・当日Meetを立ち上げ、オンラインで参加
希望の保護者が参加できるようにする。

f-2
保護者
対応



不登校保護者ネットワーク

学校や教室に居づらさを感じる生徒の保護者を
対象としたネットワークを、学校と家庭、地域をつ
なぐ教育現場向けの連絡システムを活用し構築
する。定期的に学校側から有益な情報を定期的
に発信する。

　

学校や教室に居づらさを感じる生徒の保護者を
対象に、板橋区や学校の不登校対策、集団適
応策、進路選択について説明し、保護者の困り
感の改善に向けて、学校・福祉・保護者同士の
支援体制を構築することができる。

不登校の状態にある生徒／個別支援を継続的に必要とする生徒

保護者間の連携と支援を維持・強化する

不登校保護者会の際に、連絡システム「すぐー
る」の登録を一緒に実施し、その場で登録しても
らう。有益な情報があれば教員間で共有し、管
理職から定期的に配信する。

・不登校保護者会に参加された方に、不登
校保護者用の連絡システム「すぐーる」に
登録してもらう。
・月に1回程度、講演会や相談会の案内等
の有益な情報を配信する。

f-3
保護者
対応



教材費の保護者負担軽減

全教員で私費教材を見直し、保護者の経済的負
担を軽減する。教材を選定する際は、その費用と
効果を明確にし、最終的には管理職が決済を下
す仕組みとする。

いかなる家庭を取り残すことなく、質の高い公教
育を提供することができる。全教員での協働を
通じて教育活動の質を高める。学校と保護者の
信頼関係を強化する。

家計に配慮が必要な生徒／全ての生徒

副教材の購入を必要最低限に抑えることで、保護者の方の家庭の負担軽減を図る

教科だけの努力では難しいため、選定のポイン
ト（費用対効果が高いもの）を共有し、管理職と
相談して決定する。

・教科で選定を行う。
・管理職に相談する。
・管理職が最終決定を行う。
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